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一〇一
書評と紹介
　
歴史ブーム（特に戦国時代、幕末・明治期への関心が顕著）が、
巷間、賑わい始めてから久しい。　
しかしその一方で、著者が本書の冒頭に述べるように、先年文
部科学省が行った調査結果によると「日本の歴史上の人物はどんな業績を残したかの問 に、小学六年生では卑弥呼や外国 ザビエル・ペリーの正答率が九割を超えた一方、幕末・明治に活躍した政治家は軒並み五割以下であった」という。小学六年生という限定的なものとはいえ、学校教育から垣間見え 日本近代 政治家の知名度はいまだ低 ことが明白であり 巷間の熱度と 一線を画しているように思える。そうした現状から著者は「高校生や大学生ら若い人にも読まれ、陸奥とその時代に関心を持ってもらえれば幸いである」 と本書につ て述べている。そこで、 本書は 「新しい見解を提示するとか、問題点を検討すると いうものではなく、陸奥の足跡と人物像を、逸話などもまじえて、各分野にわたり多面的に描くことに努めた 伝記となった　
本書の性格については、著者自身によって十分に述べられてい
る。したがって、その点を踏まえた上で、章立てを確認し、本論について紹介していきたい。　
本書の構成は以下の通りである。なお、節については多数ある
ため、紙幅の制約上、省略する。　　
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無比の評論家
　　
おわりに
　　
あとがき
　「あとがき」以降の年譜等の資料類は省略した。　Ⅰでは陸奥の出生から明治八年に立志社陰謀事件に関与した疑
いで収監されるまでが描かれる。全体を通じて人脈形成を中心に展開するが、前半は幕末期の人的交流に焦点が当 られている。そしてその中心人物は坂本龍馬であった。坂本と行動を共にした陸奥は才気を見出され、亀山社中の中心的な人物となっていく。また、後に義理 弟になる中島信行も社中に属し仲間であった。　
慶応元年から、長崎滞在中に は英語の習得が必須であると
して、現地の外国人宣教師の夫 から英語を習ったという。さらには、何礼之の私塾 も通い、そこで前島密、前田正名、高峰譲吉、山口尚芳 栗野慎一郎などとの面識を得た。この で後の関係を
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一〇二
考えた場合、 特に重要だと思われる人物は栗野慎一郎である。後年、外務省で陸奥の部下として本省の参事官、あるいは外交官として彼を支えた。外務省の陸奥人脈の形成における関係性にはこうした背景もあったのである。　
幕末期における陸奥の活動も、坂本龍馬の遭難によって転機を
迎えることになる。後半部はそうした陸奥 転機とともに、入獄した時期を描いている。　
維新後、兵庫、神奈川両県知事を歴任したほか、外務大丞、租
税頭、大蔵少輔心得 いった、様々なポストに就いたが、明治八年の土佐立志社陰謀事件への関与が疑われ、禁獄五年を申し渡された。収監されたのは当初山形県の監獄であったが、火事のために仙台監獄へと移っ 。　
しかし、陸奥にとってこの収監は必ずしも悪い方向には向かわ
なかった。優遇され、書物等 差し入れがほぼ自由だったからである。その め、四年以上の刑期中にさまざまな本を読むことができ、それから得た学識を釈放後にすぐさま活用でき のであった。　
また、監獄にはやはり多くの面会人が訪れた様子が紹介されて
いる。その中には原敬、星亨の名も見える。星は明治元年に大坂で陸奥の知遇を得ており、それ以来の関係であった。原はこの獄中訪問が初対面だったらしい。両者ともに、 後 陸奥を支のである。釈放後の明治一七年 陸奥は欧州に遊学した。帰国後、陸奥は官界に復帰することとな　
Ⅱでは明治一七年から明治二五年までのおよそ八年間が描かれ
る。具体的には釈放後の欧州洋行から農商務大臣辞任までである。　
欧州遊学の旅から帰国した陸奥は、明治一九年官界に復帰した。
弁理公使に任じられ、外務本省 仕事に従事する。さらに、翌明治二〇年には特命全権公使を拝命し、しばらくは無任所外交官として国内にあった そして、明治二一年二月、ワシントン在勤を命じられ、駐米特命全権公使として赴任 たのである。　
駐米公使時代の陸奥が携わった業績として、日墨修好通商条約
がある。明治二一年一一月三〇日に調印された同条約は 日本とメキシコの国交を樹立した新条約である。維新後、条約改正前に国交を結んだ最後の国がこのメキシコであった。　
陸奥は同条約締結交渉において、現地担当者として貢献した。
日本初の対等条約（領事裁判権を認め合わない、双務的最恵国待遇を規定など）として知られる同条約の調印をめぐって、大隈重信外相と全権委任状の送付方法について議論を交わすなど、同条約問題に対する意欲を読み取ることができる。日墨修好通商条約は、大隈 交のバックボーンとして機能 、そ 後ロシア、ドイツアメリカとの新条約調印に漕ぎ着けるなど、これまでと比べて一定程度以上の成果をあげたが、この三ヵ国との条約は発効することはなかった。条約改正は陸奥外相期 待つ なる。　
明治二三年、陸奥は国内にあって農商務大臣に就任することに
なる。第一次山縣有朋内閣 農商務大臣は当初岩村通俊が担当していた。しかし、明治二三年三月の内閣改造によって、陸奥は初入閣することになる。　
農商務大臣時代、渡良瀬川の大洪水を原因とし 起こった足尾
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銅山鉱毒事件に直面した。陸奥はこの問題に対する答弁書において、原因は不明であり目下調査中である、鉱毒防止のための採集器を欧米から輸入すると表明した。一応の対応策を表明し 形にはなったが、同問題はその後も根本的に解決されることはなく、田中正造の天皇直訴という事態へとつながったのである。その一方、度量衡の制定や職工条例の諮問など農商務大臣陸奥の業績も紹介されている。　
また、陸奥は明治二四年に内閣政務部の新設を発案した。新聞
操縦など情報統制における閣内不統一を解消して議会運営に当たるために出されたものであ 第二議会を控えた時期に品川弥二郎内相と政務部の部長就任を争って一悶着した。そして、結果的に陸奥は部長を閣僚 一同懇望という形で引き受けた。 かし、政務部規約が十分に貫徹されることなく 陸奥 九月に辞を提出し、後任を松方首相が兼任した。首相の部長兼任は実質的にその必要性が失われること 意味 のである。　
このように駐米公使から帰国した後の 、国内にあって議
会対策に腐心することが多かった。しかし、第一次松方内 では選挙干渉などの事案もあり、この干渉 ついて痛論する陸奥は閣内において孤立することになった。そのため、農商務大臣を辞職した。それは、明治二五年三月のことである。　
Ⅲは、第二次伊藤博文内閣の成立（明治二五年八月）に伴って
陸奥が外務大臣に就任した時点から始ま 三国 受諾（明治二八年五月五日）までを 象としてい 。いわば、陸奥の外相在任期全般を描いた章である。
　
陸奥の外相在任期における業績として、何より見落せないもの
は条約改正の達成である。本書でも日英交渉は紹介されているが、実はそれと同時に、陸奥の外相就任時からすでに存在していた案件として、ポルトガルの領事裁判権撤廃問題があった。　
同問題は榎本武揚前外相の時期に顕在化したものである。簡潔
に紹介すると、日本で行使することができなくなったポルトガルの領事裁判権を、日本側が勅令で回収する旨を表明した。そのため、慌てたポルトガル側は勅令の廃棄、改正を請求するに及んだが、それに対して陸奥外相 断乎拒否 という姿勢で事態は推移した。こ 問題は結局平行線のまま決着したの が、日本側の勅命堅持の姿勢は貫徹されたのである。なお 日葡関係は明治三〇年にいたってようやく新条約が締結される 至った。　
また明治二六年初頭には、ハワイから領事裁判権の放棄が通告
されてきたことを本書は紹介している。陸奥 この問題については、善処する方向で検討を加えようとしていたが、同時に革命によってハワイ王国が消滅 てしまい、同問題はハワイ共和国の案件へと移行した。結果的には、翌明治二七年にいたって同国 領事裁判権廃棄を認める代わり 日 国内 開放を勅令によっ 公布するとして解決するに至った である　
こうしたポルトガルやハワイの案件は、領事裁判権に関する
題として共通のものがあり、後の交渉 与え 影響は少なくなかたと思われる。　
明治二六年から、ロンドンでは青木周蔵公使が改正交渉を担当
していた。その交渉は紆余曲折を経たものの、着実 成果とな
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て現れ、明治二七年には調印の運びとなったのである。しかし、そうした状況下で同二六年にはショウ事件によって日本国内における攘夷的風潮の残存が喧伝され、また同二七年にはコールドウェル事件が起こり、朝鮮国内に派遣 ていた日本軍の不良な行状が暴露された。そうした事件に対して陸奥外相はいずれも強気の態度で対応す ことで乗り切ろうとした。結果的に日英通商航海条約は、明治二七年七月一四日に調印されるに至り、ここに条約改正は達成されたのであった。　
そうした外交的成果とは別に、よく知られている事象として日
清開戦外交がある。　
本書は、日清戦争の経過を丁寧に紹介しているが、拙評では紙
幅の制約上これを省略し、日清戦後の三国干渉を取り上げることにする。　
三国干渉受諾については、かつては陸奥外相の蹉跌として見な
す研究もあった。しかし、本書 そうした見解につい 異論を述べるのでなく、冒頭でも述べたように淡々と事実を紹介するにとどまる。　
陸奥は三国干渉について、やはり強気であった。病床にありな
がら、三国干渉 拒否は日清戦争の継続やロシアの武力による示威行動など、可能性として 様々な局面が想定されたにもかかわらず、ロシアの南下による武力衝突の可能性は低いと認識していたようである。そ ため受諾 を表明したわけであるが、結局伊藤首相の主導によって三国干渉受諾 決定されたの 。その後、陸奥は体調を大きく崩すことになり、西園寺公望文相に外
相の臨時代理を託して療養に努めることになる。明治二九年に一度外 に復帰したが、すぐさま辞職し、翌明治三〇年八月 四日に死去した。享年五四であった。　
Ⅳは、陸奥の評論家としての姿と家族に対する姿を紹介してい
る。　
陸奥は、雑誌『世界之日本』を竹越與三郎に発刊させた。その
目的は、欧米列強に伍す めに国際公法の観点から国民に外交知識を養わせようとしたことだったと言われている。同誌は以後日刊、月刊と発刊形態を変えながら明治三三年まで続いた。　
さらに家族関係では、特に息子の廣吉との親子関係に注目する。
著者はここで陸奥の廣吉宛書翰 多用 ながら陸奥の息子に対するまなざしを紹介している。廣吉はイギリス あって、突然バリスターの資格を得るつもりであ と陸奥 書信し 。これに陸奥は反対意見を述べたが、結果 に廣吉はバリスター 資格を得て明治二七年に帰国した。帰国後、外務省に翻訳官の職を得て翌二八年に領事官・外交官試験に合格したのであっ 。　
また、最後に陸奥の記した『蹇蹇録』について触れている。そ
の内容は明治二七年四月以降、甲午農民戦争から日清戦争、講和談判、三国干渉、同 八年五月の条約批准までの約一年間をまとめたものである。著者 、 「決して矮人観場の類に非ざ を信ず」という陸奥 自信をあわせて紹介している。さら 、本論の末尾に『蹇蹇録』に対す 諸研究を 結んでいる。　
以上、本書を章を追って紹介してきた。最後に評者の読後感を
まとめて拙評の結び 代えたい。
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著者は本書について「もとより満足のできない伝記」であると
謙遜しているが、はたしてどうであろうか。西園寺の言うところの「書かれる本人とは、まるで別物になってしまう」という伝記の性質に類するものであろうか。評者はそうは思わない。著者の実直で緻密な調査・研究の上に成り立っている本書は、まぎれもなく陸奥宗光とその周辺に公平な光をあてたものであると考える。陸奥宗光の生きた幕末・明治 ついての若い人を含む世人の関心は、本書を読むことでさらに増すこ であろうと評者は確信する。（新書版、二二八頁、二〇一二年八月、清水書院、価格八五〇円＋税）
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